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南
山
大
学
文
学
部
中
国
語
学
中
国
文
学
科
廃
止
の
諸
側
面

永
井
英
治

は
じ
め
に

本
稿
は
、
南
山
大
学
文
学
部
中
国
語
学
中
国
文
学
科
の
廃
止

(

1)

を
題
材
と
し
て
、
戦
後
〜
一
九
五
〇
年
代
末
の
高
等
教
育
機
関
に
お
け

る
中
国
語
学
教
育
の
一
側
面
を
考
察
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。
学
科
の
廃
止
は
ひ
と
つ
に
は
大
学
経
営
の
問
題
で
あ
り
、
本
稿
の
対

象
の
場
合
、
大
学
に
お
け
る
中
国
語
学
・
中
国
文
学
に
関
す
る
教
育
研
究
の
位
置
付
け
の
問
題
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
中
国
語
学
中
国

文
学
科
の
廃
止
は
改
組
を
と
も
な
わ
な
い
廃
止
で
あ
っ
た
た
め
、
軋
轢
も
強
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
、
大
学
に
お
け
る
意
思

決
定
が
孕
む
問
題
も
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
を
大
学
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス

(

2)

の
事
例
研
究
の
素
材
と
し
て
提
示
し
、
検
討
を
加
え

た
い
。

は
じ
め
に
、
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
中
国
語
学
・
中
国
文
学
の
教
育
研
究
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
こ
う

(

3)

。

念
の
た
め
に
い
え
ば
、
戦
前
の
国
立
大
学
や
旧
制
高
等
学
校
で
は
、
中
国
語
が
英
・
独
・
仏
語
と
並
ぶ
外
国
語
科
目
の
一
つ
と
し

て
教
授
さ
れ
る
こ
と
は
、
基
本
的
に
は
な
か
っ
た
。
私
立
大
学
を
含
め
て
、
中
国
語
教
育
が
徐
々
に
で
は
あ
れ
普
及
し
た
の
は
戦
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後
の
現
象
で
あ
る

(

4)

。

『
日
本
中
国
学
会
五
十
年
史
』
に
記
さ
れ
た
こ
の
文
章
は
、
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
中
国
語
教
育
の
戦
前
・
戦
後
の
あ
り
方
を
端

的
に
表
現
し
た
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
は
中
国
語
教
育
史
研
究
に
お
い
て
は
共
通
認
識
と
な
っ
て
お
り
、
戦
前
の
中
国
語

は
実
用
言
語
、
会
話
の
た
め
の
言
語
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
対
概
念
と
し
て
文
化
言
語
、
訓
読
と
い
う
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
文
化
言

語
と
は
、
学
術
研
究
の
ツ
ー
ル
と
し
て
用
い
ら
れ
る
言
語
で
あ
り
、
戦
前
に
お
い
て
は
英
語
・
独
語
・
仏
語
で
あ
り
、
中
国
語
で
は
な

か
っ
た
。
訓
読
は
い
う
ま
で
も
な
く
中
国
古
典
を
学
ぶ
た
め
の
方
法
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
日
本
語
と
し
て
理
解
す
る
た
め
の
方
法
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
中
国
語
理
解
に
お
い
て
は
、
同
時
代
の
中
国
語
は
中
国
語
で
意
思
疎
通
を
図
る
実
用
目
的
に
の
み
必
要
と
さ
れ
、
学

術
研
究
の
ツ
ー
ル
と
し
て
修
得
す
る
必
要
性
は
認
識
さ
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
旧
制
高
等
学
校

(

5)

や
帝
国
大
学
で
中
国
語
を
学
ぶ
こ
と
は

な
か
っ
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

戦
前
の
高
等
教
育
機
関
で
中
国
語
が
教
授
さ
れ
た
の
は
専
門
学
校
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
同
じ
く
高
等
教
育
機
関
と
さ
れ
て
も
、
旧

制
高
等
学
校
―
大
学
と
専
門
学
校
と
の
間
に
は
明
白
な
格
差
が
あ
っ
た

(

6)

。
専
門
学
校
に
お
け
る
語
学
教
育
が
、
実
用
を
重
視
さ
れ
た
こ

と
は
、
夜
間
課
程
、
短
期
修
得
課
程
に
人
気
が
集
ま
っ
た
こ
と
に
よ
く
示
さ
れ
て
い
る

(

7)

。
そ
し
て
、
中
国
語
は
、
日
本
に
よ
る
占
領
地

の
言
語
と
い
う
位
置
付
け
を
以
っ
て
、
実
用
性
を
与
え
ら
れ
た
言
語
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
戦
前
の
位
置
付
け
を
継
承
し
た
中
国
語
教
育
は
、
戦
後
設
置
の
外
国
語
専
門
学
校
に
よ
っ
て
も
行
な
わ
れ
た
が
、
新
制

大
学
に
お
け
る
中
国
語
教
育
は
文
化
言
語
、
教
養
言
語
で
あ
る
べ
き
と
の
理
念
に
よ
っ
て
転
換
を
遂
げ
た
と
さ
れ
る
。

中
国
文
学
研
究
は
、
旧
制
大
学
文
学
部
に
お
い
て
も
行
な
わ
れ
た
が
、
外
国
語
と
し
て
中
国
文
献
を
理
解
し
な
い
方
法
に
対
す
る
批

判
者
も
い
た

(

8)

。
外
国
語
専
門
学
校
の
中
に
は
、
修
得
す
べ
き
外
国
語
に
よ
る
文
学
の
教
育
も
行
な
わ
れ
、
新
制
大
学
の
中
に
は
こ
の
延

長
に
中
国
語
学
中
国
文
学
専
攻
を
設
置
し
た
大
学
も
あ
り
、
あ
る
い
は
文
学
研
究
に
と
ど
ま
ら
な
い
地
域
研
究
を
指
向
し
た
大
学
も
あ
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っ
た

(

9)

。
こ
の
よ
う
に
、
中
国
語
学
は
敗
戦
を
機
に
方
向
転
換
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
現
実
の
日
中
関
係
へ
の
反
省
を
意
識
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
中
国
語
教
育
と
い
う
地
平
に
お
い
て
、
対
中
国
認
識
（
そ
の
具
体
化
と
し
て
の
侵
略
）
の
意
識
化
に
よ
っ
て
で
は
な

く
、
中
華
人
民
共
和
国
へ
の
期
待
に
よ
り
か
か
る
形
で
、
戦
後
の
中
国
語
教
育
を
作
り
上
げ
よ
う
と
し
た
方
法
へ
の
対
峙
姿
勢
に
は
問

題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
自
己
の
側
の
問
題
を
掘
り
下
げ
る
の
で
は
な
く
、
対
象
の
側
の
変
化
に
自
ら
も
対
応
し
た
結
果

と
し
て
、
戦
後
中
国
語
教
育
史
が
理
解
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
た
と
え
ば
、『
日
本
中
国
学
会
五
十
年
史
』
の
「
こ
の
時
期
（
一
九
五
〇
年
代
〜
一
九
六
〇
年
代
・
永
井
）

の
中
国
現
代
文
学
へ
の
関
心
の
裏
に
は
、
一
方
に
日
本
人
と
し
て
の
過
去
の
中
国
に
対
す
る
反
省
と
悔
恨
の
意
識
が
あ
り
、
他
方
に
社

会
主
義
国
家
と
し
て
再
生
し
た
中
国
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
好
奇
心
が
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
（
九
二
頁
）」
の
よ
う
な
記

述
に
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
、「
中
国
で
の
研
究
の
あ
り
方
に
強
く
影
響
さ
れ
る
傾
向
が
、
文
革
に
よ
る
一
連
の
苦

い
経
験
を
経
る
ま
で
根
強
く
残
っ
て
い
た
事
実
は
否
め
な
い
（
九
二
頁
）」「
五
十
年
代
の
「
展
望
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
の
「
学

界
展
望
」
欄
・
永
井
）
の
論
調
に
特
徴
的
な
の
は
、
中
華
人
民
共
和
国
に
お
け
る
研
究
動
向
へ
の
一
貫
し
た
強
い
関
心
で
あ
る
（
九
八

頁
）」
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
研
究
対
象
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
研
究
の
あ
り
方
ま
で
外
部
に
依
存
し
た
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
研
究
対
象
そ
の
も
の
に
価
値
基
準
を
設
定
し
た
と
き
、
研
究
の
価
値
自
由
は
ど
の
よ
う
に
確
保
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

大
学
に
お
け
る
語
学
教
育
を
考
え
る
こ
と
は
大
学
論
と
な
る
。
大
学
は
歴
史
的
段
階
に
よ
っ
て
そ
の
あ
り
方
を
変
え
て
い
く
も
の
で

あ
る
か
ら
、
語
学
教
育
の
変
化
は
大
学
教
育
を
考
え
る
た
め
の
重
要
な
素
材
た
り
得
る
。
と
く
に
中
国
語
は
、
近
代
史
に
お
い
て
負
わ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
固
有
の
性
格
を
反
映
し
て
、
社
会
と
大
学
と
の
関
係
を
考
え
る
有
効
な
材
料
と
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿

は
、
大
学
に
お
け
る
教
育
研
究
の
制
度
的
基
盤
と
し
て
の
学
科
の
廃
止
を
諸
側
面
か
ら
検
討
し
、
新
制
大
学
が
発
足
し
て
約
一
〇
年
と
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い
う
時
期
の
中
国
語
学
教
育
の
意
味
付
け
を
考
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
　
中
国
語
学
中
国
文
学
科
廃
止
の
決
定

（
一
）
廃
止
の
提
示

南
山
大
学
文
学
部
中
国
語
学
中
国
文
学
科
の
廃
止
は
唐
突
に
提
示
さ
れ
た

(

10)

。
一
九
五
八
年
十
二
月
十
三
日
の
大
学
評
議
会
で
、
学
長

か
ら
、
十
二
月
四
日
の
理
事
会
の
決
定
と
し
て
、
一
九
五
九
年
度
か
ら
中
国
語
学
中
国
文
学
科
の
学
生
募
集
は
行
な
わ
な
い
と
報
告
さ

れ
、
こ
の
決
定
は
神
言
会
総
会
長
の
指
示
で
あ
り
、
理
事
会
と
し
て
も
承
認
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
の
説
明
が
な
さ
れ
る

(

11)

。
十
二
月

十
八
日
に
は
、
学
長
か
ら
学
生
会
幹
部
に
同
様
の
説
明
が
な
さ
れ
、
日
華
文
化
研
究
所
の
廃
止
も
伝
え
ら
れ
る

(

12)

。

こ
の
「
決
定
」
を
前
提
と
し
て
、
少
し
時
間
を
遡
っ
て
み
よ
う
。
一
九
五
七
年
八
月
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
神
言
会
会
員
楊
世
豪

A
loisiu

s
Y

an
g

に
南
山
大
学
中
国
語
学
中
国
文
学
科
の
教
員
と
な
る
べ
き
中
国
人
神
父
の
派
遣
が
要
請
さ
れ
て
い
る

(

13)

。
教
員
を
補
充
す

る
行
動
を
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
段
階
で
中
国
語
学
中
国
文
学
科
の
廃
止
は
念
頭
に
置
か
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
補
充
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
中
国
文
学
史
を
講
じ
て
い
た
オ
イ
ゲ
ン
・
フ
ァ
イ
フ
ェ
ルE

u
gen

F
eifel

の
専
任
教
員
（
教
授
）
の
辞
職

に
伴
う
措
置
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る

(

14)

。
十
月
、
楊
世
豪
か
ら
は
彼
自
身
ま
た
は
別
人
が
推
薦
さ
れ
て
い
る
が
、
ロ
ー
マ
の
神
言
会
本

部
の
決
定
を
待
っ
て
い
る
と
の
回
答
が
あ
る

(

15)

。
こ
こ
で
ひ
と
つ
の
停
滞
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
後
、
こ
の
話
は
進
ま
な
く
な

っ
た
と
思
し
く
、
フ
ァ
イ
フ
ェ
ル
は
非
常
勤
講
師
と
し
て
中
国
文
学
史
の
講
義
を
引
き
続
き
担
当
し
て
い
る
。

一
九
五
八
年
七
月
十
八
日
の
大
学
評
議
会
で
は
、
文
学
部
の
改
組
に
関
す
る
審
議
の
中
で
、
中
国
語
学
中
国
文
学
科
を
中
国
語
学
科

な
い
し
外
国
語
学
科
中
国
語
専
攻
に
変
更
し
て
、
中
国
文
学
専
攻
の
部
分
を
廃
止
す
る
含
み
を
持
っ
た
提
案
が
な
さ
れ
る
。
こ
の
提
案
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は
文
学
部
英
語
学
英
文
学
科
長
中
川
龍
一
か
ら
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
特
徴
は
、
英
・
仏
・
独
・
中
・
ス
ペ
イ
ン
語
（
イ
ス
パ
ニ
ア
語

と
表
記
さ
れ
る
）
に
関
し
て
、
語
学
と
文
学
双
方
の
専
攻
／
学
科
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
英
語
の
み
で
あ
り
、
仏
・
独
語
は
文
学

専
攻
、
中
国
語
と
ス
ペ
イ
ン
語
は
語
学
専
攻
の
み
が
想
定
さ
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。
こ
の
提
案
は
外
国
語
学
部
の
設
置
を
含
む
四
案
を

提
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
基
本
構
想
に
四
案
の
差
異
は
な
い
。

ス
ペ
イ
ン
語
は
、
一
九
五
三
年
度
に
第
二
外
国
語
の
科
目
が
設
置
さ
れ
た
後
、
一
九
六
〇
年
、
文
学
部
西
語
科
が
設
置
さ
れ
、
さ
ら

に
一
九
六
三
年
度
に
外
国
語
学
部
イ
ス
パ
ニ
ヤ
科
と
な
っ
た

(

16)

。
こ
の
歴
史
を
知
る
者
に
と
っ
て
は
、
一
九
五
八
年
の
段
階
で
ス
ペ
イ
ン

語
に
つ
い
て
語
学
専
攻
の
み
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
自
然
な
展
開
と
理
解
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
ス
ペ
イ
ン
語
学
科
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
教
員
確
保
の
視
点
か
ら
困
難
と
す
る
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
仏
・
独
語
に
つ
い
て
は
、
語
学
専
攻
の
部
分
が
廃
止
さ

れ
る
提
案
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
現
状
維
持
と
理
解
さ
れ
た
。
あ
る
い
は
、
語
学
を
修
め
る
こ
と
な
く
文
学
は
で
き
な
い
と
い
う
理

由
で
独
語
学
に
限
定
し
て
よ
い
と
す
る
意
見
も
出
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
教
員
・
学
生
と
も
多
数
い
る
英
語
は
語
学
と
文
学
を
分
離
独

立
＝
拡
大
さ
せ
、
仏
・
独
語
は
名
称
変
更
・
現
状
維
持
、
中
国
語
は
語
学
専
攻
に
限
定
縮
小
と
い
う
構
想
が
、
こ
の
提
案
の
基
本
路
線

で
あ
っ
た
。
中
国
文
学
に
つ
い
て
は
、
教
員
の
欠
員
補
充
の
必
要
性
と
い
う
意
見
か
ら
、
中
国
文
学
科
を
置
く
こ
と
へ
の
根
本
的
疑
問

が
提
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
も
っ
と
も
問
題
の
多
い
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

（
二
）
語
学
教
育

次
に
、
文
学
部
の
語
学
文
学
四
学
科
に
つ
い
て
、
語
学
／
文
学
の
い
ず
れ
を
指
向
し
て
い
た
か
を
み
る
た
め
、
改
組
が
議
論
さ
れ
た

仏
・
独
・
中
国
語
に
つ
い
て
、
卒
業
論
文
の
た
め
の
演
習
の
開
講
状
況
を
『
学
生
便
覧
』

(

17)

か
ら
み
て
み
よ
う
。
一
九
五
八
年
度
は
明
瞭

に
現
れ
な
い
が
、
一
九
五
七
年
度
以
前
で
は
、
語
学
・
文
学
双
方
に
卒
業
論
文
の
た
め
の
演
習
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
仏
語
の
み
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で
あ
り
、
独
語
は
一
九
五
四
年
度
に
独
文
学
関
係
を
講
じ
た
江
上

敏
が
「
論
文
演
習
」
を
担
当
し
た
の
ち
、
担
当
者
空
白
が
二
年
続

き
、
一
九
五
七
年
度
に
独
語
学
関
係
を
講
じ
た
小
島
公
一
郎
が
担

当
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
中
国
語
学
で
は
、
複
数
の

語
学
担
当
教
員
が
「
中
国
語
演
習
並
に
卒
業
論
文
」
の
担
当
と
な

っ
て
お
り
、
授
業
題
目
そ
の
も
の
が
中
国
語
学
に
限
定
さ
れ
て
い

た
。そ

し
て
、
こ
の
よ
う
な
指
向
以
前
に
、
語
学
文
学
四
科
の
受
験

者
・
入
学
者
数
が
問
題
で
あ
っ
た
。
表
は
中
国
語
学
中
国
文
学
科

が
廃
止
と
な
る
一
九
六
〇
年
度
ま
で
の
文
学
部
の
語
学
文
学
四
科

の
受
験
者
・
志
願
者
数
を
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。
デ
ー
タ
が
不

明
な
年
度
も
あ
る
が
、
お
よ
そ
の
傾
向
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き

よ
う
。
独
語
と
中
国
語
は
一
桁
台
の
年
度
が
多
く
、
こ
の
二
学
科

の
い
ず
れ
か
が
極
端
に
少
な
い
の
で
は
な
く
、
双
方
と
も
に
少
な

い
。
そ
し
て
、
開
学
初
年
度
で
あ
る
一
九
四
九
年
度
を
除
け
ば
、

数
値
が
減
少
す
る
の
で
は
な
く
、
少
な
い
と
こ
ろ
は
初
め
か
ら
少

な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
独
語
が
卒
業
論
文
に
関
す
る
四
年
次
の
演

習
を
一
人
の
教
員
で
担
当
し
た
の
は
十
分
可
能
で
あ
り
、
中
国
語

表　語学文学四学科受験者･入学者数 
学科 英語学英文学科 仏語学仏文学科 独語学独文学科 中国語学中国文学科 

受験者 入学者 

年度 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

1949年 212     9   24     1   14     1   14     0

1950年   83     8   11     3     1     0 13

13

13

  12     0

1951年 247   98   14 15   16     4   4     4     0     8     0

1952年 

1953年 

1954年 185

199

  65   19 17

18

  12     7   6

10

    9     0   5

13

  5

14

10

    5     0

1955年   59   21     5     2     7     1     5     2

1956年   57   18   10     2     6     0     2     1

1957年 233

164

  59   14 11

  9

    9     0   5

  6

    3     1     4     0

1958年   55   18     6     4     4     1     5     0

1959年 338 125   89   60   36     9   31   16   17     3   11     3

1960年 381   64   67 74   10   21 29   13     2

受験者 入学者 受験者 入学者 受験者 入学者 

本表は、『南山大学五十年史』編纂に際し南山大学５０年史作成小委員会室が作成した 
統計表の一部を利用したものである。 
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に
関
し
て
は
卒
業
論
文
指
導
で
は
少
人
数
教
育
が
徹
底
し
て
い
た
と
も
い
え
る
。

開
講
状
況
と
入
学
者
数
を
前
提
と
し
て
先
の
評
議
会
で
の
意
見
を
み
る
と
、
独
語
学
独
文
学
科
・
中
国
語
学
中
国
文
学
科
を
縮
小
し

て
い
く
と
い
う
意
見
は
、
現
状
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
中
国
文
学
担
当
教
員
を
補
充
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
課
題
が
あ
り
、
事
実
と
し
て
語
学
教
育
研
究
を
指
向
し
て
い
た
中
国
語
学
中
国
文
学
科
が
中
国
語
学
科
／
専
攻
に
改
変
さ
れ
る
可
能

性
を
指
摘
さ
れ
た
と
し
て
、
そ
れ
は
現
状
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
先
の
提
案
に
関
し
て
、
仏
語
学
仏
文

学
科
に
お
い
て
も
仏
文
学
科
／
専
攻
へ
の
改
変
を
意
図
し
て
い
る
点
は
、
若
干
注
意
を
要
す
る
。
仏
語
学
仏
文
学
科
は
、
独
語
・
中
国

に
比
べ
れ
ば
学
生
数
も
多
く
、
卒
業
論
文
の
た
め
の
演
習
も
仏
語
学
・
仏
文
学
双
方
を
対
象
に
行
な
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、
こ
れ
を
名
称
変
更
の
み
の
現
状
維
持
と
す
る
理
解
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
語
学
は
独
語
の
よ
う
に
、
文
学

の
前
提
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
南
山
大
学
に
お
け
る
語
学
教
育
に
は
、
異
な
る
目
的
も
設
定
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
は
、『
学
生
便
覧
』
に
明
記
さ
れ
る
形
で
は
一
九
五
八
年
度
か
ら
現
れ
る
、
英
語
学
英
文
学
科
の
文
教
コ
ー
ス
（
Ａ
コ
ー
ス
）
・

実
務
コ
ー
ス
（
Ｂ
コ
ー
ス
）
と
い
う
区
分
が
示
す
、
実
用
語
学
教
育
と
で
も
い
う
べ
き
教
育
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
片
鱗
は
、
一
九
五
〇

年
度
以
降
の
も
の
と
判
断
さ
れ
る
「
学
科
目
単
位
配
当
表

(

18)

」
に
「
実
用
英
語
」「
新
聞
英
語
」「
新
聞
仏
語
研
究
」「
政
治
外
交
仏
語
研

究
」「
実
用
仏
語
研
究
」「
新
聞
独
語
研
究
」「
実
用
独
語
研
究
」「
中
国
語
新
聞
研
究
」「
中
国
商
業
文
研
究
」
と
し
て
構
想
さ
れ
、
一

九
四
九
年
度
入
学
生
が
四
年
生
と
な
る
一
九
五
二
年
度
に
は
「
時
事
英
語
」「
商
業
英
語
」「
時
事
仏
語
」「
時
事
中
国
語
」
と
し
て
開

講
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
一
九
五
三
年
に
は
、
ア
ラ
ン
デ
ル
・
デ
ル
レA

ru
n

d
el

d
el

R
e

英
語
学
英
文
学
科
長
よ
り
、
実
用
英
語
を
主
と

す
る
Ｂ
コ
ー
ス
の
設
置
が
提
案
さ
れ
た

(

19)

。
こ
の
よ
う
な
実
用
語
学
教
育
は
、
南
山
大
学
設
置
認
可
申
請
書

(

20)

段
階
に
は
み
ら
れ
な
い
も
の

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
南
山
大
学
の
前
身
校
で
あ
る
名
古
屋
外
国
語
専
門
学
校
に
お
け
る
語
学
教
育
は
、
専
門
学
校
一
般
に
み
ら
れ
る

実
学
を
指
向
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
新
制
大
学
発
足
時
に
学
術
指
向
に
一
時
傾
斜
し
た
も
の
の
、
軌
道
修
正
が
図
ら
れ
た
と
み
る
こ
と
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が
で
き
る
。
先
の
中
川
龍
一
の
提
案
書
は
、
南
山
大
学
の
前
身
が
外
国
語
専
門
学
校
で
あ
る
こ
と
か
ら
説
き
起
こ
さ
れ
、
南
山
大
学
卒

業
生
の
語
学
力
低
下
を
憂
え
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
卒
業
生
が
就
職
先
か
ら
求
め
ら
れ
る
語
学
力
の
問
題
に
つ
な
が
っ
て

お
り
、
こ
こ
に
も
実
用
語
学
教
育
へ
の
指
向
が
読
み
取
れ
る
。
英
語
学
英
文
学
科
の
学
生
の
多
く
は
実
務
コ
ー
ス
（
Ｂ
コ
ー
ス
）
を
選

択
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
学
生
の
指
向
自
体
が
実
用
語
学
教
育
に
あ
っ
た
。
中
川
龍
一
の
提
案
は
、
英
語
学
英
文
学
科
の
実
際
の
学

生
数
と
彼
ら
の
指
向
に
即
し
た
学
科
の
拡
大
に
主
力
が
注
が
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
仏
語
学
仏
文
学
科
の
改
編
は
付
随
的
な
問
題
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
結
果
を
先
取
り
す
れ
ば
、

仏
語
学
仏
文
学
科
と
独
語
学
独
文
学
科
の
改
編
は
こ
の
と
き
に
は
行
な
わ
れ
ず
、実
用
語
学
教
育
に
関
す
る
授
業
科
目
も
継
続
さ
れ
た
。

そ
の
一
方
で
、
大
学
院
文
学
研
究
科
仏
文
学
専
攻
博
士
課
程
、
独
文
学
専
攻
博
士
課
程
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
教
養
指
向
な
い
し
学
術

指
向
も
否
定
さ
れ
な
い
。
結
論
と
し
て
は
、
二
つ
の
学
科
に
つ
い
て
は
現
状
維
持
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
問
題
は
、
文
学
担
当
教
員

不
在
と
い
う
状
況
で
の
中
国
語
学
の
意
味
付
け
で
あ
っ
た
。

一
九
五
八
年
七
月
十
八
日
の
評
議
会
で
は
結
論
は
出
さ
れ
ず
、
沼
澤
喜
市
学
長
が
渡
欧
し
て
神
言
会
総
会
長
に
状
況
を
説
明
す
る
こ

と
に
な
り
、
そ
の
後
、
神
言
会
総
会
長
の
来
日
、
前
述
の
中
国
語
学
中
国
文
学
科
廃
止
の
「
決
定
」
と
な
っ
た
。
評
議
会
で
も
議
論
さ

れ
た
中
国
文
学
専
攻
部
分
の
廃
止
が
一
気
に
拡
大
さ
れ
、
中
国
語
学
中
国
文
学
科
そ
の
も
の
の
廃
止
が
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

決
定
の
中
核
に
、
中
国
語
学
の
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
か
ら
ほ
ぼ
首
肯
さ
れ
よ
う
。
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二
　
日
華
文
化
研
究
所
の
廃
止
問
題

中
国
語
学
中
国
文
学
科
廃
止
に
関
し
て
は
、
こ
れ
を
単
独
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
廃
止
が
決
定
さ
れ
た
日
華
文
化

研
究
所
と
の
関
わ
り
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。一
九
五
六
年
に
東
京
か
ら
名
古
屋
へ
の
移
転
が
通
知
さ
れ
た
日
華
文
化
研
究
所

(

21)

は
、

神
言
会
の
研
究
施
設
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
そ
の
前
身
は
、
北
京
の
輔
仁
大
学
に
設
置
さ
れ
て
い
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
・
セ
リ
カ
と
呼
称
さ

れ
た
研
究
施
設
で
あ
っ
た
。
日
華
文
化
研
究
所
は
、
輔
仁
大
学
時
代
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
・
セ
リ
カ

(

22)

か
ら
発
行
さ
れ
て
い
た
学
術
雑
誌

『
華
裔
学
志
』M

o
n

u
m

e
n

ta
S

e
r
ic

a
:

J
o
u

r
n

a
l

o
f

th
e

O
r
ie

n
ta

l
S

tu
d

ie
s

を
刊
行
す
る
た
め
、
輔
仁
大
学
の
閉
鎖
後
も
神
言
会
に

よ
っ
て
継
続
さ
れ
て
い
た
研
究
機
関
で
あ
っ
た

(

23)

。
こ
の
点
で
、
一
九
五
六
年
七
月
七
日
の
大
学
評
議
会
で
、
名
古
屋
へ
の
移
転
方
針
が

伝
え
ら
れ
た
日
本
考
古
学
研
究
所
も
や
は
り
神
言
会
会
員
の
ジ
ェ
ラ
ー
ド
・
グ
ロ
ー
トG

erard
G

root

の
学
術
的
遺
産

(

24)

を
継
承
し
た
も

の
で
あ
り
、
神
言
会
の
日
本
に
お
け
る
学
術
機
関
が
南
山
大
学
の
位
置
す
る
名
古
屋
へ
集
中
移
転
す
る
流
れ
の
ひ
と
つ
と
し
て
理
解
さ

れ
る
。
た
だ
し
、
一
九
五
六
年
七
月
の
段
階
で
は
日
華
文
化
研
究
所
は
名
古
屋
へ
移
転
す
る
も
の
と
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
二
箇
月
の
う

ち
に
方
針
が
変
更
さ
れ
て
い
る
。

神
言
会
の
経
営
で
あ
っ
た
輔
仁
大
学
は
、
一
九
四
九
年
の
中
華
人
民
共
和
国
成
立
後
、
北
京
「
解
放
」
時
に
は
存
続
が
期
待
で
き
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
政
府
へ
の
接
収
が
決
定
さ
れ
、
学
校
と
し
て
は
廃
止
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
、
校
務
長
で
あ
っ
た
ハ
ロ
ル

ド
・
Ｗ
・
リ
グ
ニ
ーH

arold
W

.
R

ign
ey

は
ス
パ
イ
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
、
四
年
間
獄
中
に
あ
っ
た
。
輔
仁
大
学
に
在
職
し
て
い
た
神

言
会
会
員
お
よ
び
輔
仁
大
学
女
子
部
・
輔
仁
中
学
女
子
部
に
在
職
し
て
い
た
聖
霊
会
会
員
は
、
日
本
や
台
湾
に
「
脱
出
」
し
、
さ
ら
に

フ
ィ
リ
ピ
ン
等
へ
渡
っ
て
い
た
。
の
ち
に
釈
放
さ
れ
た
リ
グ
ニ
ー
は
、
こ
の
「
脱
出
」
劇
は
輔
仁
大
学
か
ら
神
言
会
・
聖
霊
会
会
員
を

追
い
出
す
た
め
の
演
出
で
あ
っ
た
と
回
想
し
て
い
る

(

25)

が
、
輔
仁
大
学
そ
の
も
の
の
命
運
は
既
に
決
せ
ら
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。
日
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中
戦
争
期
、
日
本
の
占
領
地
北
京
に
あ
っ
て
輔
仁
大
学
は
数
少
な
い
欧
米
系
大
学
と
し
て
存
続
で
き
た

(

26)

の
で
あ
る
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
中

国
人
自
身
に
よ
っ
て
廃
止
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

M
o
n

u
m

e
n

ta
S

e
r
ic

a

は
、
輔
仁
大
学
の
閉
鎖
以
前
、
一
九
四
八
年
の
第
一
三
巻
を
も
っ
て
刊
行
が
停
止
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

一
九
五
四
年
以
後
、
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
シ
ュ
ラ
イ
バ
ーG

erh
ard

S
ch

reib
er

（
一
九
五
九
年
六
月
〜
一
九
六
〇
年
五
月
南
山
学
園
理
事
、

一
九
六
〇
年
五
月
〜
一
九
六
三
年
五
月
南
山
学
園
理
事
長
）
ら
の
尽
力
に
よ
り
刊
行
が
再
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

(

27)

、「
一
九
四
九
―
一

九
五
五
」
の
年
次
を
持
つ
第
一
四
巻
が
出
版
さ
れ
た

(

28)

。
こ
の
編
集
・
刊
行
機
関
と
な
っ
た
の
が
、
日
華
文
化
研
究
所S

.
V

.
D

.

R
esearch

In
stitu

te,
T

okyo

で
あ
り
、
東
京
都
文
京
区
麹
町
に
置
か
れ
た
。
オ
イ
ゲ
ン
・
フ
ァ
イ
フ
ェ
ル
は
、
一
九
四
一
年
か
ら
一

九
四
六
年
ま
でM

o
n

u
m

e
n

ta
S

e
r
ic

a

の
運
営
編
集
員m

an
agin

g
ed

itor

で
あ
り
、
一
九
四
七
年
か
ら
一
九
九
三
年
ま
で
准
編
集
員

associate
ed

itor

を
務
め
た
。
同
時
に
、
一
九
五
〇
年
か
ら
一
九
六
二
年
ま
で
南
山
大
学
に
在
職
（
非
常
勤
講
師
を
含
む
）
し
た
。

廃
止
が
決
定
さ
れ
た
日
華
文
化
研
究
所
の
南
山
大
学
に
お
け
る
活
動
は
、M

o
n

u
m

e
n

ta
S

e
r
ic

a

の
刊
行
を
見
る
限
り
、
一
九
六
二

年
ま
で
確
認
さ
れ
る
。
一
九
六
三
年
に
は
、M

o
n

u
m

e
n

ta
S

e
r
ic

a

はT
H

E
M

O
N

U
M

E
N

T
A

S
E

R
IC

A
IN

S
T

IT
U

T
E

A
T

T
H

E

U
N

IV
E

R
S

IT
Y

O
F

C
A

L
IF

O
R

N
IA

A
N

D
IT

S
B

R
A

N
C

H
O

F
F

IC
E

A
T

N
A

N
Z

A
N

U
N

IV
E

R
S

IT
Y

IN
N

A
G

O
Y

A
,

JA
P

A
N

か
ら
の

刊
行
と
な
っ
て
お
り
、カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
・
セ
リ
カ
の
南
山
大
学
分
室
が
発
行
者
に
加
わ
っ
た
形
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
准
編
集
員associate

ed
itor

の
一
人
で
あ
る
、
ハ
リ
イ
・
Ａ
・
ヴ
ァ
ン
デ
ァ
ス
テ
ッ
ペ
ンH

arry
A

.
V

an
d

erstep
p

en

は
、
一

九
六
七
年
一
月
ま
で
南
山
大
学
に
講
師
と
し
て
在
職
し
な
が
ら
、
同
誌
の
編
集
に
携
わ
っ
た
。
南
山
大
学
は
段
階
的
に
モ
ニ
ュ
メ
ン

タ
・
セ
リ
カ
と
の
関
係
を
絶
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
神
言
会
会
員
の
参
加
は
継
続
さ
れ
て
い
た
。

北
京
の
輔
仁
大
学
時
代
のM

o
n

u
m

e
n

ta
S

e
r
ic

a

へ
の
寄
稿
者
に
は
、
マ
テ
ィ
ア
ス
・
エ
ー
ダ
ーM

atth
ias

E
d

er

、
フ
ラ
ン
ツ
・

ギ
ー
トF

ran
z

G
eit

の
名
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
ら
は
、
南
山
大
学
で
人
類
学
科
の
教
員
と
な
っ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
南
山
大
学
に
は
輔
仁
大
学
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
・
セ
リ
カ
か
ら
の
人
的
財
産
が
継
承
さ
れ
て
い
た
。
南
山
大
学
を
輔
仁
大

学
の
後
継
と
み
る
こ
と
は
制
度
的
に
は
正
当
で
な
い
が
、
そ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
だ
け
の
関
係
が
両
者
に
は
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
南

山
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
人
類
学
専
攻
博
士
課
程
の
設
置
に
際
し
て
は
、
日
華
文
化
研
究
所
の
図
書
が
大
学
院
設
置
基
準
を
満
た
す

役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
た

(

29)

。

以
上
か
ら
輔
仁
大
学
か
ら
南
山
大
学
へ
の
人
的
・
物
的
財
産
の
継
承
は
、
主
に
人
類
学
の
分
野
で
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
フ
ァ
イ
フ
ェ
ル
が
南
山
大
学
で
中
国
文
学
を
講
じ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
・
セ
リ
カ
の
中
国
学
は
、
人

類
学
に
継
承
さ
れ
、
語
学
・
文
学
の
分
野
へ
の
つ
な
が
り
は
薄
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
・
セ
リ
カ
と
中
国

語
学
中
国
文
学
科
を
つ
な
ぐ
の
は
、
フ
ァ
イ
フ
ェ
ル
と
い
う
ひ
と
り
の
人
物
で
あ
っ
た
。
フ
ァ
イ
フ
ェ
ル
の
辞
職
は
、
モ
ニ
ュ
メ
ン

タ
・
セ
リ
カ
と
中
国
語
学
中
国
文
学
科
の
廃
止
に
直
接
影
響
す
る
問
題
で
あ
っ
た
。

三
　
外
国
語
講
習
会
の
廃
止
と
中
国
語

現
在
確
認
さ
れ
る
史
料
か
ら
は
、
南
山
大
学
が
設
置
さ
れ
た
一
九
四
九
年
以
降
に
つ
い
て
、
外
国
語
講
習
会
／
外
国
語
夏
期
講
座
の

開
講
科
目
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

(

30)

。
そ
の
内
訳
は
、
英
語
・
仏
語
・
独
語
・
中
国
語
が
基
本
と
な
り
、
こ
こ
に
、
ラ
テ
ン
語
・
ギ
リ
シ

ア
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
が
加
わ
っ
て
い
く
。
こ
の
開
講
科
目
は
、
外
国
語
専
門
学
校
時
代
の
四
学
科
を
継
承
し
た
南
山
大
学
設
置
時
の
四

学
科
に
、
一
九
五
〇
年
増
設
の
哲
学
科
に
関
わ
る
二
つ
の
言
語
す
な
わ
ち
ラ
テ
ン
語
・
ギ
リ
シ
ア
語
と
、
一
九
六
〇
年
に
文
学
部
西
語

科
の
設
置
と
な
る
ス
ペ
イ
ン
語
が
加
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
外
国
語
講
習
会
の
開
講
科
目
は
、
大
学
の
学
科
お
よ
び
外
国

語
科
目
に
準
拠
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
れ
は
、
担
当
で
き
る
教
員
が
大
学
に
在
職
し
て
い
る
と
い
う
、
即
物
的
な
条
件
に
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し
た
が
っ
た
も
の
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
実
は
そ
れ
の
み
に
と
ど
ま
る
問
題
で
は
な
か
っ
た
。

外
国
語
講
習
会
は
、
も
と
も
と
大
学
主
催
の
事
業
と
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

(

31)

。
一
部
の
教
員
の
判
断
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
い

た
も
の
が
、
学
長
の
支
持
に
よ
り
、
大
学
主
催
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
嚆
矢
は
、
一
九
五
二
年
六
月
の
学
長
告
示
に
求
め

ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
告
示
で
も
将
来
的
に
大
学
主
催
と
な
る
こ
と
が
謳
わ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
実
際
に
大
学
の
事
業
と
し

て
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
は
、
一
九
五
九
年
秋
の
夜
間
英
会
話
コ
ー
ス
か
ら
で
あ
る
。

外
国
語
講
習
会
が
容
易
に
大
学
主
催
と
な
ら
な
か
っ
た
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
講
師
手
当
で
あ
っ
た
。
大
学
主
催
の
事
業
と
な
っ
た
場

合
の
講
師
手
当
を
大
学
が
負
担
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
い
ま
ひ
と
つ
の
理
由
は
、
外
国
語
科
目
の
単
位
習
得
に
関
す
る

救
済
措
置
の
問
題
で
あ
っ
た
。
現
在
で
は
、
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
外
国
語
に
関
す
る
単
位
を
修
得
で
き
な
か
っ
た
学
生
の
た

め
に
、
生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
開
講
さ
れ
て
い
る
公
開
講
座
を
受
講
し
、
所
定
の
成
績
を
修
め
れ
ば
手
続
き
を
経
て
大
学
の
単
位
と

し
て
認
定
す
る
大
学
が
あ
る
。
こ
れ
は
正
式
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
初
期
の
南
山
大
学
に
お
け
る
外
国
語
講
習
会
履
修
に
よ

る
単
位
認
定
は
、
事
実
が
先
行
し
て
し
ま
っ
て
い
た
た
め
、
数
年
に
わ
た
り
議
論
が
繰
り
返
さ
れ
た
が
、
そ
の
年
ご
と
に
承
諾
さ
れ
て

い
た
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
認
め
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
外
国
語
講
習
会
の
受
講
に
よ
る
単
位
認
定
を
な
く
す
べ
き
と
い
う
ま
っ
た

く
の
正
論
も
み
ら
れ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
単
位
習
得
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
現
実
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
議
論
が
繰

り
返
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
単
位
習
得
と
い
う
点
で
は
、
二
部
（
夜
間
）
が
設
置
さ
れ
て
い
る
段
階
で
は
、
単
位
を
習
得
で
き
な
か
っ
た

一
部
（
昼
間
）
の
学
生
が
二
部
の
授
業
を
取
る
と
い
う
こ
と
も
み
ら
れ
、
な
か
に
は
、
本
来
の
二
部
学
生
よ
り
も
多
く
登
録
し
て
い
る

授
業
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
問
題
も
、
二
部
の
廃
止
を
め
ぐ
っ
て
議
論
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

南
山
大
学
に
お
け
る
外
国
語
講
習
会
は
、
一
九
六
三
年
度
を
も
っ
て
い
っ
た
ん
途
絶
す
る
。
そ
の
お
も
な
理
由
は
、
南
山
大
学
の
移

転
で
あ
っ
た
。
一
九
六
四
年
四
月
、
南
山
大
学
は
名
古
屋
市
昭
和
区
五
軒
家
町
か
ら
同
じ
区
内
の
山
里
町
に
移
転
す
る
。
徒
歩
で
二
十
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分
ほ
ど
の
距
離
で
あ
る
が
、
こ
の
移
転
は
南
山
大
学
へ
の
交
通
の
便
の
悪
化
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。
五
軒
家
町
キ
ャ
ン
パ
ス
は
市
電

の
電
停
か
ら
歩
い
て
数
分
で
あ
っ
た
が
、
山
里
町
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
移
動
は
、
そ
の
ま
ま
電
停
か
ら
離
れ
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
後
に
バ
ス
路
線
が
延
長
さ
れ
る

(

32)

が
、
参
加
者
減
少
を
食
い
止
め
る
も
の
と
は
受
け
取
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
、
交
通
手
段
の
悪
化
と
い
う
条
件
以
上
に
、
外
国
語
講
習
会
全
体
の
参
加
者
も
減
少
し
て
い
っ
た
。
高
祖
敏
明
は
、
上
智
大

学
の
公
開
講
座
を
分
析
し
、
一
部
の
公
開
講
座
へ
の
参
加
者
が
一
九
五
〇
年
代
以
降
、
徐
々
に
減
少
し
て
い
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る

(

33)

。
上
智
大
学
の
公
開
講
座
は
、
語
学
と
と
も
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
公
開
講
座
に
多
く
の
参
加
者
を
集
め
て
い
た
。
こ
れ
は
、
カ
ト
リ
ッ

ク
の
活
動
と
し
て
の
側
面
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
南
山
大
学
の
外
国
語
講
習
会
は
名
称
の
と
お
り
語
学
中
心
で
あ

り
、
企
画
し
た
の
も
日
本
人
の
外
国
語
教
員
で
あ
っ
た
。
初
期
の
南
山
大
学
の
外
国
語
講
習
会
は
一
般
の
新
聞
報
道
に
も
な
り

(

34)

、
関
心

を
集
め
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
九
六
〇
年
代
頃
か
ら
開
講
科
目
も
減
り
、
移
転
を
機
に
外
国
語
講
習
会
は
取
り
や
め
と
な
っ

た
。外

国
語
講
習
会
に
お
け
る
中
国
語
の
開
講
は
、
一
九
四
九
年
の
第
二
回
か
ら
、
一
九
六
〇
年
の
第
十
二
回
ま
で
確
認
さ
れ
る
。
一
九

五
九
年
に
は
中
国
語
学
中
国
文
学
科
の
学
生
募
集
が
停
止
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
中
国
語
の
閉
講
は
、
学
科
の
廃
止
動
向
を
反
映
し

た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
が
、
一
九
五
九
年
度
・
一
九
六
〇
年
度
の
外
国
語
講
習
会
に
お
け
る
中
国
語
は
、
学
科
の
廃
止
が
予
定

さ
れ
た
段
階
に
お
い
て
も
、
な
お
行
な
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
、
少
数
で
あ
っ
て
も
中
国
語
教
育
の
需
要

が
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
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四
　
大
学
に
お
け
る
意
思
決
定

（
一
）
理
事
会
役
員
の
構
成

一
九
五
八
年
十
二
月
十
三
日
の
大
学
評
議
会
で
、
学
長
は
、
一
九
五
九
年
度
か
ら
の
中
国
語
学
中
国
文
学
科
の
学
生
募
集
停
止
は
神

言
会
総
会
長
の
指
示
で
あ
り
、
理
事
会
と
し
て
も
承
認
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
説
明
し
た
。
南
山
大
学
の
み
な
ら
ず
学
校
法
人
南
山

学
園
の
財
政
が
神
言
会
に
大
き
く
依
存
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
理
事
会
が
神
言
会
総
会
長
の
指
示
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
の

は
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
経
済
的
な
支
援
と
学
校
運
営
に
関
す
る
決
定
は
、
現
実
に
そ
う
し
た
実
態
が
あ
る
か
否
か
を
別
と
し
て
、

ま
っ
た
く
切
り
離
さ
れ
て
も
存
立
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
で
は
、
南
山
学
園
理
事
会
が
神
言
会
総
会
長
の
指
示
に
従
っ
た
理
由
は
、
財

政
上
の
理
由
に
よ
る
ば
か
り
で
な
い
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
点
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

日
本
の
私
立
大
学
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
分
析
し
た
両
角
亜
希
子
は
、
そ
の
多
様
性
と
法
令
上
の
根
拠
の
あ
い
ま
い
さ
を

指
摘
し
、
現
実
に
は
、
寄
附
行
為
に
規
定
さ
れ
る
学
長
・
理
事
長
・
評
議
員
の
選
任
過
程
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
け
る
強
さ
が
反
映
し
て

い
る
と
し
た

(

35)

。
こ
の
指
摘
に
即
し
て
、
南
山
学
園
理
事
会
理
事
の
選
任
規
定
を
み
て
み
よ
う
。
一
九
五
八
年
段
階
の
寄
附
行
為
は
、
理

事
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
財
団
法
人
か
ら
学
校
法
人
へ
の
組
織
変
更
の
際
の
も
の
が
機
能
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

理
事
の
中
一
名
は
神
言
会
日
本
管
区
長
、
一
名
は
南
山
大
学
長
、
一
名
は
南
山
高
等
学
校
長
、
何
れ
も
在
職
中
こ
れ
に
当
り
、
他

の
二
名
は
評
議
員
よ
り
互
選
さ
れ
た
神
言
修
道
会
中
よ
り
理
事
会
の
議
決
を
も
つ
て
選
任
す
る
。

と
す
る
第
六
条
で
あ
り
、
第
五
条
に
規
定
さ
れ
た
理
事
の
定
数
五
名
の
う
ち
、
三
名
す
な
わ
ち
過
半
は
神
言
会
か
ら
選
任
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た

(

36)

。
さ
ら
に
南
山
大
学
長
・
南
山
高
等
学
校
長
い
ず
れ
も
神
言
会
会
員
か
ら
選
出
さ
れ
て
お
り
、
南
山
大
学
長
に
つ
い
て

の
任
免
は
神
言
会
総
会
長
が
決
定
し
て
い
た
。
初
代
学
長
ア
ロ
イ
ス
・
パ
ッ
へA

lo
is

P
ach

e

の
更
迭
と
第
二
代
学
長
沼
澤
喜
市
の
就
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任
は
、
神
言
会
総
会
長
の
決
定
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
理
事
全
員
が
神
言
会
会
員
で
あ
る
。
学
校
法
人
南
山
学
園
理

事
に
神
言
会
会
員
以
外
か
ら
選
出
さ
れ
た
の
は
、
一
九
五
九
年
に
寄
附
行
為
変
更
が
認
可
さ
れ
理
事
増
員
と
な
っ
て
新
た
に
理
事
と
な

っ
た
大
庭
征
露
（
南
山
大
学
教
授
）
で
あ
っ
た

(

37)

。
変
更
さ
れ
た
寄
附
行
為
の
第
六
条
は
、

理
事
の
中
一
名
は
神
言
会
日
本
管
区
長
、
一
名
は
南
山
大
学
長
、
一
名
は
南
山
高
等
学
校
長
、
何
れ
も
在
職
中
こ
れ
に
当
り
、
他

の
四
名
の
中
二
名
は
評
議
員
の
う
ち
か
ら
互
選
さ
れ
た
神
言
修
道
会
中
よ
り
、
又
二
名
は
本
法
人
の
職
員
中
よ
り
、
い
ず
れ
も
理

事
会
の
議
決
を
も
つ
て
選
任
す
る

(

38)

。

と
な
っ
て
お
り
、
増
員
さ
れ
た
二
名
は
神
言
会
会
員
で
あ
る
こ
と
を
要
件
と
し
な
い
が
、
実
際
に
は
、
大
庭
と
と
も
に
神
言
会
会
員
の

ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ハ
ッ
ツ
ェA

lp
h

on
se

H
otze

（
南
山
大
学
教
授
）
が
法
人
職
員
か
ら
任
命
さ
れ
て
い
る

(

39)

。
こ
の
よ
う
に
、
寄
附
行
為

の
表
面
に
は
現
れ
な
い
理
事
選
任
の
実
際
に
、
理
事
会
に
お
け
る
神
言
会
の
発
言
力
が
現
れ
て
い
る
。
ま
た
、
寄
附
行
為
の
条
文
規
定

そ
の
も
の
に
お
い
て
も
、
理
事
会
は
神
言
会
会
員
が
過
半
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
法
的
根
拠
に
お
い
て
神
言
会
の

発
言
力
の
優
位
が
確
保
さ
れ
、
そ
の
上
で
現
実
の
運
用
に
お
い
て
絶
対
的
優
位
と
な
っ
て
い
た

(

40)

。
こ
の
よ
う
な
構
造
に
お
い
て
は
、
理

事
会
構
成
員
の
過
半
、
一
九
五
八
年
段
階
に
お
い
て
は
全
員
を
占
め
る
神
言
会
会
員
の
所
属
団
体
の
長
の
決
定
は
、
事
実
上
、
理
事
会

の
意
思
決
定
の
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
南
山
大
学
学
長
の
任
免
も
神
言
会
総
会
長
の
決
定
に
従
っ
て
い

た
の
で
あ
る
か
ら
、
一
九
五
八
年
段
階
の
学
校
法
人
南
山
学
園
お
よ
び
南
山
大
学
の
意
思
決
定
に
お
け
る
神
言
会
総
会
長
の
位
置
付
け

は
、
最
高
決
定
機
関
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
南
山
大
学
学
長
が
渡
欧
し
て
総
会
長
の
意
見
を
求
め
た
事
実
は
、
こ
う
し

た
意
思
決
定
の
構
造
に
規
定
さ
れ
て
い
た
と
理
解
さ
れ
る
。

中
国
語
学
中
国
文
学
科
の
廃
止
は
、
こ
の
よ
う
な
意
思
決
定
構
造
の
頂
点
か
ら
下
ろ
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
こ
の
構
造
の
下
で
は

学
校
法
人
南
山
学
園
理
事
会
お
よ
び
南
山
大
学
は
承
認
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
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（
二
）
合
意
の
調
達

承
認
せ
ざ
る
を
得
な
い
結
論
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
構
成
員
か
ら
如
何
に
合
意
を
調
達
す
る
か
に
よ
っ
て
、
決
定
に
至
る

過
程
は
相
当
に
異
な
る
様
相
を
示
す
。
次
に
、
神
言
会
総
会
長
の
決
定
が
大
学
構
成
員
に
通
知
さ
れ
、
こ
れ
に
対
す
る
反
応
に
大
学
が

ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か
、
ま
ず
そ
の
過
程
を
概
観
し
て
み
よ
う
。

前
述
の
よ
う
に
、
一
九
五
八
年
十
二
月
十
八
日
、
学
長
か
ら
学
生
会
幹
部
に
対
し
て
、
神
言
会
総
会
長
の
決
定
に
よ
り
一
九
五
九
年

度
か
ら
中
国
語
学
中
国
文
学
科
の
学
生
募
集
停
止
を
決
定
し
た
と
の
説
明
が
な
さ
れ
る
。
こ
の
説
明
の
後
、
南
山
大
学
中
国
語
学
同
学

会

(

41)

か
ら
質
問
書
が
提
出
さ
れ
る

(

42)

。
十
二
月
二
十
一
日
、
学
生
部
長
か
ら
学
生
会
代
議
員
に
対
し
て
十
二
月
十
八
日
の
学
長
説
明
の
補
足

が
行
な
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
代
議
員
会
は
、
中
国
語
学
中
国
文
学
科
廃
止
反
対
を
決
定
し
、
そ
の
意
思
表
示
方
法
と
し
て
反
対
署

名
を
す
る
こ
と
を
決
議
し
、
実
行
委
員
を
選
出
す
る
。
学
生
会
代
議
員
か
ら
の
こ
の
よ
う
な
報
告
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
学
生
部

長
は
、
署
名
運
動
は
学
生
と
し
て
は
不
穏
当
で
あ
り
、
父
兄
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
と
説
明
す
る

(

43)

。
十
二
月
二
十
二
日
、
南
山
大
学
中

国
語
学
同
学
会
か
ら
の
質
問
書
に
対
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
回
答
が
書
面
で
な
さ
れ
る
。

中
国
語
学
中
国
文
学
科
の
廃
止
は
、
御
質
問
に
掲
げ
て
あ
る
経
済
的
な
理
由
の
み
に
よ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
キ
リ
ス
ト
教
的

な
組
織
団
体
で
あ
る
経
営
者
の
抱
く
キ
リ
ス
ト
教
的
な
教
育
理
想
を
、
よ
り
確
実
に
達
成
す
る
た
め
に
は
、
今
後
、
本
学
が
日
本

の
社
会
に
奉
仕
す
る
重
点
を
、
西
洋
的
な
精
神
科
学
と
、
神
言
会
の
特
色
で
あ
る
精
神
科
学
及
び
語
学
と
西
洋
文
化
の
研
究
に
置

く
べ
き
で
あ
る
と
の
原
則
に
も
、
基
づ
い
て
居
り
ま
す

(

44)
。

し
か
し
、
こ
の
回
答
は
、
神
言
会
総
会
長
の
決
定
に
よ
る
こ
と
が
最
初
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
状
況
で
は
、
取
り
繕
っ
た
感
を
否
定
す

る
こ
と
は
で
き
な
い

(

45)

。
文
書
に
よ
る
回
答
方
法
を
危
惧
し
た
と
思
わ
れ
る
大
学
評
議
会
は
、
十
二
月
三
十
日
、
南
山
大
学
中
国
語
学
同

学
会
か
ら
の
再
質
問
書
に
対
し
て
口
頭
で
回
答
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
る
。
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一
月
五
日
に
は
、
南
山
大
学
中
国
語
学
同
学
会
代
表
と
の
話
し
合
い
が
な
さ
れ
、
大
学
側
は
、
中
国
語
学
科
の
新
設
を
含
め
た
大
学

の
整
備
全
般
を
考
え
る
委
員
会
の
設
置
を
評
議
会
に
提
案
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。
中
国
語
学
科
の
設
置
は
、
南
山
大
学
中
国
語
学
同

学
会
か
ら
の
決
議
書
と
、
中
国
語
学
中
国
文
学
科
の
教
員
か
ら
の
希
望
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
以
上
が
報
告
さ
れ
た
一
月
十
日

の
評
議
会
で
は
、
中
国
語
学
中
国
文
学
科
の
廃
止
問
題
に
関
連
し
て
、
大
学
の
整
備
研
究
の
た
め
の
委
員
会
の
設
置
が
決
定
さ
れ
る
。

以
上
か
ら
、
学
生
お
よ
び
関
係
者
の
迅
速
な
反
応
、
主
導
権
を
失
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
後
手
の
対
応
に
回
っ
て
い
る
大
学
と

い
う
構
図
が
読
み
取
れ
、
さ
ら
に
中
国
語
学
科
設
置
と
い
う
提
案
が
当
事
者
自
身
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

一
月
五
日
の
話
し
合
い
の
中
で
提
示
さ
れ
た
大
学
整
備
研
究
委
員
会
の
設
置
こ
そ
が
、
合
意
形
成
の
た
め
の
機
構
で
あ
っ
た
こ
と
が
容

易
に
窺
え
る
。
こ
の
委
員
会
は
、
大
学
評
議
会
・
人
事
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
と
学
科
長
・
事
務
担
当
部
長
・
課
長
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
た
。

大
学
整
備
研
究
委
員
会
が
合
意
形
成
に
一
定
の
機
能
を
果
た
し
た
こ
と
は
、
第
二
外
国
語
と
し
て
の
中
国
語
科
目
を
一
九
五
九
・
一

九
六
〇
年
度
に
開
講
す
る
か
否
か
の
議
論
に
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
五
九
年
三
月
三
十
一
日
の
整
備
研
究
委
員
会
に
お
い
て
、

こ
の
点
に
つ
い
て
、
賛
成
十
一
票
、
反
対
七
票
、
白
票
一
票
と
い
う
結
果
と
な
り
、
こ
の
答
申
を
受
け
て
、
四
月
六
日
の
大
学
評
議
会

で
、
審
議
の
結
果
、
第
二
外
国
語
と
し
て
の
中
国
語
を
開
講
し
な
い
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
四
月
七
日
、
学
長
か
ら
文
学
部
長
ら
に
対
し
、

こ
の
決
定
が
伝
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
諮
問
機
関
と
し
て
の
大
学
整
備
研
究
委
員
会
に
中
国
語
学
中
国
文
学
科
長
が
入
る
こ
と
で
、

当
事
者
が
除
外
さ
れ
る
こ
と
な
く
議
論
が
始
ま
っ
て
お
り
、
関
係
者
に
は
賛
成
で
き
か
ね
る
結
論
と
な
っ
て
も
大
学
の
意
思
と
し
て
決

定
さ
れ
て
い
く
過
程
が
読
み
取
れ
る
。

ま
た
、
中
国
語
学
中
国
文
学
科
の
廃
止
を
め
ぐ
っ
て
大
学
と
学
生
・
関
係
者
が
対
立
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
、
学
科
の
廃
止
以

上
に
、
神
言
会
総
会
長
の
決
定
に
対
す
る
合
意
調
達
が
十
分
な
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
結
論
が
提
示
さ
れ
た
と
い
う
手
続
き
の
問
題
で
あ
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っ
た
と
い
え
よ
う

(

46)

。

第
二
外
国
語
と
し
て
の
中
国
語
科
目
の
廃
止
は
、
学
科
の
廃
止
と
連
動
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
学
科

の
廃
止
が
決
定
さ
れ
て
い
る
状
況
で
は
、
第
二
外
国
語
科
目
と
し
て
も
廃
止
す
る
こ
と
は
、
南
山
大
学
か
ら
中
国
語
学
教
育
を
完
全
に

排
除
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
重
大
な
決
定
が
、
大
学
整
備
研
究
委
員
会
へ
の
諮
問
・
答
申
を
経
る
こ
と
で
大
き
な
軋
轢
な
く
進

ん
だ
こ
と
は
、
合
意
調
達
の
手
続
き
の
重
要
性
を
如
実
に
示
し
て
い
よ
う
。

そ
し
て
、
当
事
者
か
ら
も
中
国
語
学
科
設
置
が
希
望
さ
れ
た
こ
と
は
、
中
国
文
学
研
究
に
対
す
る
彼
ら
の
認
識
を
示
す
も
の
で
も
あ

る
。
妥
協
策
で
あ
る
こ
と
は
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
当
事
者
か
ら
も
妥
協
可
能
な
部
分
と
し
て
中
国
文
学
研
究
が
理
解
さ

れ
た
こ
と
は
、
学
科
廃
止
の
要
因
を
考
え
る
上
で
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
中
国
語
学
中
国
文
学
廃
止
を
め
ぐ
る
問
題
を
い
く
つ
か
の
側
面
か
ら
み
て
き
た
が
、
こ
れ
を
ま
と
め
れ
ば
、

一
、
日
華
文
化
研
究
所
の
廃
止
を
同
時
に
決
定
し
た
神
言
会
総
会
長
の
指
向
は
、
南
山
大
学
か
ら
中
国
研
究
を
排
除
す
る
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
は
、
南
山
大
学
の
教
育
研
究
方
針
と
矛
盾
し
な
か
っ
た
。

二
、
中
国
語
学
中
国
文
学
科
の
廃
止
を
め
ぐ
る
軋
轢
の
要
因
は
、
合
意
調
達
が
十
分
に
働
か
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。

三
、
中
国
語
学
中
国
文
学
科
の
廃
止
問
題
は
、
第
二
外
国
語
、
外
国
語
講
習
会
に
も
連
動
し
、
事
実
上
、
南
山
大
学
に
お
け
る
す
べ
て

の
中
国
語
学
教
育
の
停
止
と
な
っ
た
。

と
な
ろ
う
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
や
は
り
、
学
科
の
廃
止
が
現
実
に
は
中
国
語
学
教
育
の
廃
止
で
あ
っ
た
点
で
あ
る
。
こ
こ
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に
は
、
南
山
大
学
文
学
部
中
国
語
学
中
国
文
学
科
が
中
国
語
学
に
重
点
を
置
い
て
い
た
と
い
う
現
実
的
条
件
と
、
中
国
語
学
教
育
そ
の

も
の
の
意
味
付
け
の
問
題
が
表
れ
て
い
よ
う
。

戦
後
の
中
国
語
教
育
は
、
中
国
語
を
外
国
語
と
認
識
す
る
と
い
う
基
本
的
姿
勢
の
下
に
、
戦
前
・
戦
中
の
会
話
中
心
の
実
現
言
語
か

ら
文
献
を
講
読
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、
お
よ
び
語
学
修
得
自
体
が
教
養
と
さ
れ
る
教
養
言
語
、
文
化
言
語
に
方
向
転
換
を
遂
げ
た
。
旧

制
大
学
の
段
階
か
ら
中
国
研
究
の
講
座
を
持
つ
大
学
で
は
、
こ
の
方
向
転
換
は
断
絶
と
も
い
う
べ
き
状
況
を
生
み
出
し
て
い
た

(

47)

。

前
身
校
で
あ
る
名
古
屋
外
国
語
専
門
学
校
が
戦
後
の
設
置
で
あ
る
よ
う
に
、
南
山
大
学
は
、
直
接
に
は
戦
前
か
ら
の
伝
統
を
持
た
な

い
。
こ
れ
は
、
教
養
主
義
の
希
薄
さ
に
も
つ
な
が
り
得
る
。
南
山
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
設
置
認
可
申
請
書
の

段
階
で
は
教
養
主
義
的
教
育
に
傾
斜
し
て
い
た
が
、
開
設
後
、
実
用
語
学
教
育
へ
の
対
応
を
図
っ
て
い
く
。
と
く
に
そ
れ
は
英
語
教
育

に
お
い
て
顕
著
で
あ
り
、
中
国
語
に
つ
い
て
は
、
実
用
語
学
教
育
へ
の
傾
斜
度
は
低
い
。
そ
れ
は
、
学
生
数
そ
の
も
の
の
少
な
さ
に
も

表
れ
て
い
た
が
、
中
国
語
の
実
用
度
も
影
響
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

六
角
恒
廣
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
入
る
と
、
実
用
言
語
と
し
て
の
中
国
語
教
育
の
必
要
性
を
主
張
す
る

(

48)

。
六
角
の
主
張
は
単
純
な
戦

前
へ
の
回
帰
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
が
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
実
用
性
が
希
薄
と
認
識
さ
れ
て
い
た
段
階
が
あ
っ
た
こ
と
そ
れ
自

体
で
あ
る
。

中
国
語
が
文
化
言
語
、
教
養
言
語
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
語
学
教
育
の
環
境
の
み
で
は
完
結
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
獲

得
し
た
ツ
ー
ル
を
利
用
す
る
教
育
研
究
が
用
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
文
学
は
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
地
域
研
究
の
名
に
お
い
て

広
範
な
研
究
分
野
が
用
意
さ
れ
た
と
き
、
大
学
教
育
と
し
て
の
語
学
教
育
の
意
義
が
存
在
す
る
と
い
う
発
想
が
、
外
国
語
学
部
と
い
う

学
部
の
設
置
に
際
し
て
準
備
さ
れ
た

(

49)

。
こ
の
よ
う
な
発
想
の
下
に
お
い
て
は
、
地
域
研
究
も
文
学
研
究
も
持
て
な
い
語
学
教
育
は
、
専

門
課
程
と
し
て
は
不
十
分
な
存
在
と
な
る
。
残
さ
れ
た
方
法
は
、
言
語
そ
れ
自
体
の
研
究
か
、
実
践
性
の
高
い
語
学
力
を
謳
う
こ
と
で
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あ
ろ
う
。
し
か
し
、
中
国
語
教
育
に
と
っ
て
、
戦
後
と
い
う
歴
史
的
段
階
は
、
実
用
言
語
へ
の
反
省
に
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
南
山
大

学
文
学
部
中
国
語
学
中
国
文
学
科
の
廃
止
は
、
固
有
の
歴
史
性
に
強
く
規
定
さ
れ
た
事
態
で
あ
っ
た
。

註

(

1)

実
際
に
廃
止
と
な
っ
た
の
は
一
九
六
二
年
三
月
で
あ
る

が
、
本
稿
で
は
、
廃
止
の
前
提
と
な
る
学
生
募
集
停
止
を

重
視
す
る
。

(

2)

本
稿
で
は
、
両
角
亜
希
子
「
大
学
経
営
研
究
の
基
礎
概

念
」『
大
学
研
究
』
第
二
二
号
、
二
〇
〇
一
年
三
月
、
筑
波

大
学
大
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
に
お
け
る
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
、

教
育
研
究
と
い
う
特
殊
な
目
的
を
も
ち
、
構
成
員
の
参
加

を
重
要
な
要
因
と
す
る
大
学
と
い
う
組
織
が
、
運
営
さ
れ

る
形
態
を
意
味
し
て
い
る
（
二
七
五
頁
）」
と
い
う
定
義
に

よ
っ
て
い
る
。

(

3)

以
下
、
安
藤
彦
太
郎
「
中
国
語
教
育
の
歴
史
的
性
格
」

同
「
戦
後
の
中
国
語
教
育
」『
日
本
人
の
中
国
観
』、
一
九

七
一
年
三
月
、
頸
草
書
房
、
そ
れ
ぞ
れ
の
初
出
は
一
九
五

五
年
三
月
、
一
九
七
〇
年
六
月
、
六
角
恒
廣
「
戦
後
の
中

国
語
教
育
」『
中
国
語
教
育
史
論
考
』
一
九
八
九
年
三
月
、

不
二
出
版
、
初
出
は
一
九
七
二
年
七
月
、
倉
石
武
四
郎

『
中
国
語
五
十
年
』、
一
九
七
三
年
一
月
、
岩
波
書
店
﹇
岩

波
新
書
﹈、
小
林
立
「
敗
戦
後
の
日
中
関
係
と
中
国
語
教
育
」

『
香
川
大
学
一
般
教
育
研
究
』
第
五
号
、
一
九
七
四
年
一
月
、

香
川
大
学
一
般
教
育
部
、
安
藤
彦
太
郎
『
中
国
語
と
近
代

日
本
』、
一
九
八
八
年
二
月
、
な
ど
に
よ
っ
た
。

(

4)

日
本
中
国
学
会
五
十
年
史
編
纂
小
委
員
会
編
『
日
本
中

国
学
会
五
十
年
史
』、
一
九
九
八
年
十
月
、
汲
古
書
院
、
九

〇
頁
。

(
5)
戦
後
、
第
一
高
等
学
校
、
山
口
高
等
学
校
に
中
国
語
科

目
が
導
入
さ
れ
た
。
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(
6)

天
野
郁
夫
「
原
型
の
成
立
―
旧
制
専
門
学
校
論
」『
高
等

教
育
の
日
本
的
構
造
』、
一
九
八
六
年
四
月
、
玉
川
大
学
出

版
部
、
初
出
は
一
九
七
九
年
五
月
。

(

7)

永
井
英
治
「
戦
後
設
置
の
専
門
学
校
の
歴
史
的
意
義
―

外
国
語
専
門
学
校
の
「
遺
産
」
―
」『
ア
カ
デ
ミ
ア
』
人

文
・
社
会
科
学
編
第
八
二
号
、
二
〇
〇
六
年
一
月
、
南
山

大
学
。

(

8)

竹
内
好
に
よ
る
批
判
が
知
ら
れ
て
い
る
。

(

9)

同
前
。

(

10)

「
中
文
科
廃
科
を
め
ぐ
っ
て
」『
南
山
大
学
新
聞
』
一
九

五
九
年
十
月
三
十
日
、
二
面
、
で
は
、
一
九
五
八
年
十
二

月
九
日
に
人
事
部
長
か
ら
学
科
長
に
通
告
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
経
過
説
明
を
始
め
て
い
る
。

(

11)

一
九
五
八
年
十
二
月
十
三
日
「
大
学
評
議
会
議
事
録
」、

南
山
大
学
史
料
室
蔵
。
以
下
、
大
学
評
議
会
で
の
議
事
の

典
拠
に
つ
い
て
は
、
い
ち
い
ち
註
記
し
な
い
。

(

12)

一
九
五
八
年
十
二
月
十
八
日
「
説
明
要
旨
」、
南
山
大
学

史
料
室
蔵
（
複
写
）。

(

13)

一
九
五
八
年
八
月
七
日
楊
世
豪
書
状
（
英
文
）、
南
山
大

学
史
料
室
蔵
（
複
写
）。

(

14)

一
九
五
八
年
度
『
学
生
便
覧
』
か
ら
フ
ァ
イ
フ
ェ
ル
は

非
常
勤
講
師
と
な
っ
て
い
る
。

(

15)

一
九
五
八
年
十
月
十
三
日
楊
世
豪
書
状
（
英
文
）、
南
山

大
学
史
料
室
蔵
（
複
写
）。

(

16)

以
下
、
南
山
大
学
の
歴
史
に
関
す
る
基
本
的
事
項
は
、

『
南
山
大
学
五
十
年
史
』、
二
〇
〇
一
年
三
月
、
南
山
大
学
、

に
よ
る
。

(

17)

南
山
大
学
史
料
室
蔵
。

(

18)

南
山
大
学
史
料
室
蔵
（
複
写
）。

(

19)
N

o
vem

b
er

2
5

,
1

9
5

3
,

P
erso

n
n

el
ch

an
ge

in
p

art

tim
e

in
stru

cto
rs

in
E

n
glish

;
(

)
am

en
d

m
en

ts
to

E
n

glish
cu

rricu
lu

m
,

南
山
大
学
史
料
室
蔵
（
複
写
）。

(
20)

一
九
四
八
年
七
月
三
十
一
日
「
南
山
大
学
設
置
認
可
申

請
書
」『
南
山
大
学
』、
国
立
公
文
書
館
蔵
、
簿
冊
請
求
番

号
本
館-4A

-10-4/

昭60

文
部/610

。

(

21)

一
九
五
六
年
九
月
十
日
「
大
学
評
議
会
議
事
録
」、
大
学

Ⅱ
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史
料
室
蔵
。

(
22)

本
稿
で
は
、
研
究
機
関
の
名
称
と
し
て
は
モ
ニ
ュ
メ
ン

タ
・
セ
リ
カ
と
表
記
し
、
雑
誌
を
意
味
す
る
と
き
は

M
o
n

u
m

e
n

ta
S

e
r
ic

a

と
表
記
す
る
。

(

23)

永
井
英
治
「
戦
後
の
人
類
学
と
南
山
大
学
社
会
科
学
部

人
類
学
科
設
置
の
意
義
」『
ア
カ
デ
ミ
ア
』
人
文
・
社
会
科

学
編
第
八
〇
号
、
二
〇
〇
五
年
一
月
、
南
山
大
学
。

(

24)

領
塚
正
浩
「
ジ
ェ
ラ
ー
ド
・
グ
ロ
ー
ト
神
父
と
日
本
考

古
学
研
究
所
―
失
わ
れ
た
考
古
学
史
を
求
め
て
―
」『
鎌
ヶ

谷
市
史
研
究
』
第
九
号
、
一
九
九
六
年
三
月
、
鎌
ヶ
谷
市

教
育
委
員
会
。

(

25)
H

arold
W

.
R

igney,
F

o
u

r
Y

e
a

r
s

in
a

R
e
d

H
e
ll:

T
h

e

S
to

r
y

o
f

F
a

th
e
r

R
ig

n
e
y

,
C

h
icago:

H
en

ry
R

egn
ery

C
om

pany,1956,pp.10-11.

(

26)

永
井
英
治
「
戦
中
期
北
京
輔
仁
大
学
の
日
本
人
教
員
と

そ
の
戦
後
―
成
立
期
新
制
大
学
の
教
員
移
動
に
関
す
る
試

論
―
」『
近
代
日
本
研
究
』
第
二
三
巻
、
二
〇
〇
六
年
三
月

刊
行
予
定
、
慶
應
義
塾
福
澤
セ
ン
タ
ー
、
に
お
い
て
、
日

中
戦
争
〜
太
平
洋
戦
争
期
に
輔
仁
大
学
が
存
続
し
得
た
要

因
の
一
端
を
分
析
し
た
。

(

27)
(

ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
シ
ュ
ラ
イ
バ
ー
追
悼
文)

M
o
n

u
m

e
n

ta

S
e
r
ic

a
:

J
o
u

r
n

a
l

o
f

O
r
ie

n
ta

l
S

tu
d

ie
s

V
ol.

30,
1972-

1973,the
M

onum
enta

Serica
Institute:G

erm
any.

(

28)
e

d
ito

r

は
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ブ
ッ
シ
ュ

H
e

in
ric

h

B
u

sch

で
あ
っ
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
は
こ
の
後
、
一
九
九
二
年

の
第
四
〇
巻
ま
でed

itor

を
務
め
た
。

(

29)

一
九
五
八
年
十
二
月
二
十
日
「
大
学
評
議
会
議
事
録
」、

南
山
大
学
史
料
室
蔵
。

(

30)

南
山
大
学
史
料
室
蔵
の
各
年
度
チ
ラ
シ
。
な
お
、
名
称

は
年
度
に
よ
っ
て
変
わ
っ
た
の
で
、
以
下
、
外
国
語
講
習

会
と
記
す
。

(

31)

外
国
語
講
習
会
と
二
部
に
関
す
る
以
下
の
事
実
経
過
は
、

『
南
山
大
学
五
十
年
史
』（
前
掲
）
に
よ
る
。

(
32)

自
動
車
部
運
転
課
「
市
バ
ス
変
遷
　
自
昭
和
五
年
二
月

一
日
」、
名
古
屋
市
交
通
局
市
営
交
通
資
料
セ
ン
タ
ー
蔵
。

南
山
大
学
史
料
室
河
合
陽
子
の
調
査
に
よ
る
。
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(
33)

高
祖
敏
明
「
大
学
創
立
四
〇
周
年
前
後
の
上
智
大
学
社

会
人
開
放
講
座
の
展
開
―
一
九
五
四
年
に
開
始
さ
れ
た
三

種
の
公
開
講
座
を
中
心
に
―
」『
上
智
大
学
教
育
学
論
集
』

第
二
六
号
、
一
九
九
一
年
、
上
智
大
学
文
学
部
教
育
学
科
。

(

34)

『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
五
年
七
月
二
七
日
、
六
面
。

(

35)

両
角
亜
希
子
「
私
立
大
学
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
―
概
念
的
整

理
と
寄
付
行
為
の
分
析
―
」『
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研

究
科
紀
要
』
三
九
巻
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
、
東
京
大
学
大

学
院
教
育
学
研
究
科
。

(

36)

一
九
五
一
年
一
月
二
十
日
「
財
団
法
人
よ
り
学
校
法
人

へ
の
組
織
変
更
認
可
申
請
書
」「
学
校
法
人
南
山
学
園
」
国

立
公
文
書
館
蔵
、
簿
冊
請
求
番
号
本
館-4

A
-2

4
-9

/
昭6

3

文

部/1631

。

(

37)

『
南
山
学
園
五
十
年
の
歩
み
』、
一
九
八
二
年
十
月
、

南
山
学
園
。

(

38)

一
九
五
九
年
六
月
二
十
日
「
寄
附
行
為
変
更
認
可
申
請

書
」「
学
校
法
人
南
山
学
園
」
国
立
公
文
書
館
蔵
（
前
掲
）。

(

39)

『
南
山
学
園
五
十
年
の
歩
み
』（
前
掲
）。

(

40)

山
崎
博
敏
「
大
学
法
人
理
事
会
の
役
員
構
成
と
そ
の
構

造
変
化
」『
大
学
論
集
』
第
二
五
集
、
一
九
九
六
年
三
月
、

広
島
大
学
大
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
、
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク

系
学
校
法
人
は
理
事
会
役
員
数
が
相
対
的
に
少
な
く
、
役

員
の
中
に
「
外
部
」
の
者
が
少
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。

(

41)

南
山
大
学
中
国
語
学
同
学
会
は
、
中
国
語
学
中
国
文
学

科
卒
業
生
の
組
織
で
あ
る
。

(

42)

一
九
五
八
年
十
二
月
二
十
日
の
大
学
評
議
会
で
は
、
こ

の
質
問
書
に
対
す
る
回
答
方
法
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ

る
。

(

43)

一
九
五
九
年
一
月
十
日
「
大
学
評
議
会
議
事
録
」、
南
山

大
学
史
料
室
蔵
（
複
写
）。

(

44)

一
九
五
八
年
十
二
月
二
十
二
日
「
回
答
書
」、
南
山
大
学

史
料
室
蔵
（
複
写
）。

(

45)
一
九
五
八
年
七
月
十
八
日
の
大
学
評
議
会
で
は
、
国
語

学
国
文
学
科
の
設
置
に
つ
い
て
も
議
論
さ
れ
、
こ
れ
も
評

議
会
の
審
議
で
は
決
定
さ
れ
ず
、
学
長
が
神
言
会
総
会
長
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に
説
明
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
国
語
学
国
文
学

科
の
設
置
を
め
ぐ
っ
て
は
、
議
論
が
再
燃
す
る
ま
で
凍
結

状
態
と
な
る
。
国
語
学
国
文
学
科
の
設
置
を
め
ぐ
る
議
論

が
中
断
す
る
こ
と
と
、「
西
洋
的
な
精
神
科
学
と
、
神
言
会

の
特
色
で
あ
る
精
神
科
学
及
び
語
学
と
西
洋
文
化
の
研
究
」

を
重
視
す
る
一
九
五
八
年
十
二
月
十
八
日
の
回
答
の
文
面

は
矛
盾
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
回
答
は
単
に

回
答
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
こ
の
段
階
に

お
け
る
南
山
大
学
の
教
育
研
究
に
関
す
る
基
本
方
針
を
示

す
も
の
で
あ
っ
た
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。

(

46)

こ
れ
は
手
続
き
の
問
題
に
矮
小
化
す
る
の
で
は
な
く
、

手
続
き
の
過
程
で
構
成
員
か
ら
合
意
を
調
達
し
よ
う
と
す

る
意
思
の
問
題
で
あ
る
。『
南
山
大
学
新
聞
』
一
九
五
九
年

十
月
三
十
日
、
二
面
の
各
記
事
は
、
一
方
的
な
決
定
で
あ

る
こ
と
を
批
判
点
の
一
つ
と
し
て
重
視
す
る
論
調
と
な
っ

て
い
る
。

(

47)

尾
上
兼
英
・
小
島
晋
治
・
松
本
昭
「
わ
が
戦
後
中
国
学

事
始
め
―
中
国
語
学
科
退
休
教
授
三
人
談
―
」『
人
文
研
究
』

第
一
三
五
集
、
一
九
九
九
年
二
月
、
神
奈
川
大
学
人
文
学

会
。

(

48)

六
角
恒
廣
「
実
用
中
国
語
教
育
の
建
設
に
つ
い
て
」『
中

国
研
究
月
報
』
第
四
〇
〇
号
、
一
九
八
一
年
六
月
、
社
団

法
人
中
国
研
究
所
。

(

49)

永
井
英
治
「
戦
後
設
置
の
専
門
学
校
の
歴
史
的
意
義
」

（
前
掲
）
で
若
干
の
指
摘
を
し
た
。

（
追
記
）
本
稿
は
、
南
山
学
園
創
立
七
五
周
年
記
念
誌
の
原
稿
執

筆
の
過
程
で
得
ら
れ
た
知
見
と
、『
南
山
大
学
五
十
年
史
』

編
纂
の
際
に
作
成
し
た
ノ
ー
ト
を
再
構
成
し
た
も
の
で
あ

る
。
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Aspects of the Abolishment of the Department of

Chinese and Chinese Literature,

Faculty of Arts, Nanzan University

NAGAI Eiji

Abstract

This paper purposes to examine some aspects of the abolishment of the

Department of Chinese and Chinese Literature, Nanzan University, in 1962.

The analysis shows the following findings:

1. The general superior of the Divine Word Missionary at the time decided

the abolishment of the department, together with Monumenta Serica, the

Chinese studies institution affiliated with the university. He then directed to

the University to exclude Chinese studies, which did not contradict the

academic ethos of the catholic university.

2. The faculty members and students of the university did not agree to the

abolishment, which lead to the struggle over the enforcement of the

abolishment.

3. The abolishment problem was linked with the foreign language education,

both regular and extension courses at the university. Therefore, the

abolishment brought to the end of the whole China-related education at the

university.

The abolishment was the one that followed the academic trend of the

time in Japan that Chinese language had lost its usefulness after WW II , as

the previous studies have shown.




